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第 4 章では， ] FT-2 におけるトカマクで初めての非誘導電流駆動の実証実験結果を示している。
第 5 章では， J FT-2 での加熱電流駆動研究から得られたデータベースを基に行った新開発の JT-60
用低域混成波加熱装置の設計と開発の概要及び装置の目的，特性lζ即した技術の開発成果について示して
いる。




第 7 章では， J T-6 0 トカマクでの加熱実験について電子加熱，イオン加熱，中性粒子ビーム入射(N
B 1 )加熱との組み合わせ加熱について加熱効率の改善法について明らかにしている。




本論文では JFT-2 及び JT-60 トカマクでの低域混成波による加熱と電流駆動の実験及び|関連技
術の開発研究を通じて得られた成果について考察を加えたもので多くの新知見を含んでいるが要約すると，






(3) 低密度領域において電子のランダウ減衰による電子加熱が可能である ζ とを明らかにすると共に，一
方向にのみ低域混成波を励起する乙とにより， トカマクにおいて波動による電流駆動が可能である乙と
を初めて実験的に明らかにしている。
(4) J F T-2 の実験データベースを基'1::， J T-6 0 用低域混成波加熱電流駆動装置の開発研究から











流駆動積を従来の研究から約 1 桁上昇させ， 1 2.5 x 1 0 1 9MAm~， 2を得る乙とができ， トカマク定常化
の実現性の展望を大きくひらいている。
(9) トカマク定常化に不可欠な電流駆動効率の向上研究において従来の 2 倍以上の ηCD=3.4X10 19m-2 
-623 ー
A/Wを得ている。
UO) 低域混成波電流駆動lとより電流分布の平坦化が可能な乙とを明確にして， N B 1 加熱時の閉じ込めを
改善できる乙とを明らかにすると共に鋸歯状振動の安定化が可能な乙とを実験的に明らかにしている。
仰 電子加熱領域で高パワ一時に現れるパラメトリック不安定性を高 1p 化で抑制し，効率の向上が可能
である乙とを明らかにしている。
ω ペレット入射によりガスパフよりピークの高い密度を実現しイオン加熱領域で周辺でのパラメトリッ
ク不安定性を抑制し，高効率で中心加熱が可能でZある乙とを明らかにしている。
0.3) 中性粒子ビームと低域混成波加熱とによって中心領域でのビームイオンの加速によりテイルイオンの
蓄積エネルギーを増大させ，加熱効率を改善している。
以上に述べたように本論文はトカマクプラズマに対して低域混成波が加熱及び電流駆動の手段として極
めて有効に機能する多くの重要な新知見を含み，プラズ、マ理工学，核融合工学に寄与する所が大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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